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バーコード式エレクトロフュージョンシステムの開発

電極アダプターは繰り返し使用による接触子の劣化が
懸念されるため，劣化確認用の電極チェッカーを付属し
た。施工時には，その日最初の起動時にユーザーにチェ
ック要求をに促し，図１０のようにチェッカーに接続す
ると自動的にコントローラが抵抗値の微少な変化を測定
し，電極劣化の有無を診断する。
３.５　トレーサビリティ機能

コントローラには施工時の融着履歴（バーコードラベ
ル情報，工事番号・作業者番号などの施工情報，施工日
時・融着電圧・通電時間・環境温度・異常の有無などの
融着情報）が自動的に内部メモリに記録される機能を設
けた。記録された情報は図１１のようにRS-232Cケーブ
ルでパソコンに接続し，専用ソフトで読み出し，データ
ベース管理できるようにした。

4 EF継手の通電制御条件検討

従来の温度制御方式は温度センサによって溶融温度を
監視するため，融着電圧が多少増減しても融着部が最適
な状態となるように通電時間が自動的に補正されてい
た。一方，バーコード制御方式には温度制御のような自
己制御機能はなく，あらかじめ決定された施工条件（電
力，通電時間）どおりにEF継手にエネルギーが投入さ
れる。
しかし，現実には出力電圧変動やEF継手抵抗値のバ

ラツキによる投入電力の変動，直射日光などの影響によ
る測定誤差で生じる通電時間の変動などが存在するの
で，この変動範囲でEF継手の融着性能を確保する必要
がある。これを満たす通電制御条件として，標準電力と
標準通電時間の検討を全アイテムのEF継手について実
施した。
図１２は，その検討概念図である。まず，温度制御条

件を基本に，投入電力最大Ｗmaxによる上限①と投入電
力最小Ｗminによる下限②を求める。これを満たす電力
と通電時間範囲の中から標準電力③および標準通電時間
④を決定した。
これを－５℃から40℃の各環境下で実施し，バーコード

ラベルに記載する標準電力と標準通電時間を決定した。

5 結　　言

バーコード制御方式に適合したEFシステムを開発し，
メーカー間の互換性を向上させるとともに，コントロー
ラ内のメモリに施工情報を記録させ，工事終了後に情報
を追跡できる機能を設けた。
終わりに，本開発にあたってフィールドテストの実施

など多大なご協力をいただきました東京ガス株式会社殿
に深く感謝の意を表します。
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図１２　通電制御条件の検討

Fig. 12 Diagram of Input Energy-Fusion Time.
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LONWORKS®対応機器の開発
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Development of Devices Applied
LONWORKS® Technology

ビルオートメーション分野では，オープン化を目的にLONWORKS技術が
広く適用されるようになってきたが，LONWORKSに対応した機器が少なく，
普及の妨げとなっていた。当社はLONWORKSに対応した電動弁とファンコ
イルコントローラを新しい考えに基づき開発した。いずれも使い勝手を考慮
した製品であり，特に電動弁は周辺機器の機能を取り込み，設備費の削減と
省スペースに貢献できるものである。

q 緒　　言

近年，ビルオートメーション（BA）では，オープン化
やネットワーク化の流れが着実に進展してきており，これ
らの要求に容易に，かつ安価に実現できるエシェロン社の
ロンワークス（LONWORKS）がデファクトスタンダードと
なりつつある１）｡ この流れは，欧米においては大型ビル
を中心に着実に進展してきているが，日本は後れをとっ
ている状況にある｡これは，日本の建築業界の商習慣に
深く関係していると考えられる｡空気調和（以下，空調
と略す）設備では，設計段階で採用された各計装メーカ
ーの空調システムは，ゼネコン（General Constructor）
から設備会社に発注された結果，採用されたシステムを
持つ計装メーカーに仕事が発注される｡それぞれの空調
システムは計装メーカー独自のものとなっているため，
設備会社としては，コスト圧縮や将来のメンテナンスに
対して大きな妨げになっている｡こうした背景より，日
本においてもオープン化が強く叫ばれるようになってき
た｡しかし，国内ではLONWORKSに対応した機器が少な
く，これら製品の開発の要望が急速に高まっている｡
したがって当社は，LONWORKSに対応とした製品と

して，空調システムに多く使用されるコントロール弁と
FCU（Fan Coil Unit）を制御するためのFCUコントロー
ラを開発した。

w LONWORKS

LONWORKSは分散制御ネットワークを提供する技術
で，図１に示すように各種センサ，アクチュエータ間で

通信プロトコルを意識することなく，分散型ネットワー
クを構築できるものである。各ノード（センサ，アクチ
ュエータ）には，ネットワークを構築するため
LONWORKS専用のLSI（ニューロンチップ）が実装され
る。このニューロンチップはパイプライン動作する８
bitCPUを3個内蔵し，このうち2個のCPUが通信プロト
コル（LONTALK®）の処理を分担している。

3 LONWORKS対応コントロール弁

３.１　概　要

L O N W O R K S対応機器の標準化を推進している
LONMARK協会が「 LONMARK Application Layer
Interoperability Guidelines」で標準化を提唱しているが，
アクチュエータに要求している機能は，単純に開度指令
に対してバルブを動作整定させ，開度情報をネットワー
ク上に上げるというものである。しかし，この機能だけ
では従来のアナログ式の電動バルブと変わらず，
LONWORKSデバイスを採用するメリットは小さい。

LONWORKS networks has become recognized as the de facto standard in the
building control industry, although our line-up of LONWORKS-based products
has sometimes been limited. To rectify this, we developed a motor valve
controller and a fan-coil units controller based on LONWORKS technology.
These products are useful in terms of their inexpensive installation-costs and
space-saving capabilities.

図１　LONWORKSネットワークによる構成２）

Fig. 1 LONWORKS network system２）

＊＊日立バルブ株式会社 ＊＊Hitachi Valve, Ltd.
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冷温水バルブは，前述のファンクショナルブロック上
位からの温度設定値はDataSaveで保持されるとともに，
PIに入力される。一方，プロセス値は温度センサで計測
され，PIに入力される。PIで演算された出力値は，
AnaSch1，2に入力される。AnaSch1，2はConfig.で冷暖
に応じた設定をしておく。OptSel1では冷暖切り替えの
情報からAnaSch1またはAnaSch2からの出力結果が選択
され，さらにOptSel2ではDIOからの制御発停信号によ
りOptSel1からの信号またはFixedOutから‘0’出力が選
択される。ここで制御発停信号信号がONの場合，制御
状態となり，OFFの場合，バルブ駆動用のファンクショ
ナルブロックValveActに開度‘0’の信号が入力される。
従来の計装で制御しようとした場合，温度コントローラ，
レシオバイアス，セレクタなどの機器を用いる必要があ
ったが，本製品を使用することで，これら機器を使用す
る必要がないため，比較的複雑な計装でも，組み上げる
ことができる。
またPt100Ω測温体を電動バルブに接続することで，

センサノードがあたかもネットワーク上に接続されたよ
うになり，高価なLONWORKS対応の温度センサは不要
となる。

4 LONWORKS対応FCUコントローラ

４.１　概　要

FCUコントローラは，空調制御で広く採用されている
FCU方式での制御に対応すべく開発したもので，図５に
示すようにコントローラ本体と設定するための設定器で
構成されている。
本体はニューロンチップを搭載しており，

LONWORKSネットワークに接続することができるため，
LONWORKS対応機器として使用することができる。
図６にFCUコントローラとほかの機器との接続を示す。
設定器と本体間はRS485（通信プロトコル）で通信する
仕様となっている。本体には冷温水を制御するための電
動バルブとFCU内の送風用ファンが接続されており，こ
れら機器を制御することで室内の温度をコントロールす
る。一方，室内設定器は室内の壁面に設置され，室内の
温度設定，制御モードの切り替え，送風の強弱の切り替

えができるとともに室内温度の検出をするものである。

４.２　本体のソフトウェア仕様

LONWORKS対応のFCUコントローラの基本仕様は
LONMARK協会のファンクショナルプロファイル３）で詳
細まで決められており，拡販のためにはこれに準拠する
ことが重要である。当社は製品の差別化として使い勝手
を考慮し，更なる機能を付加した。
本製品のオブジェクトを図７に示す。付与した機能は

温度設定�
（temp_p）�

温度計測�
（temp_p）�

冷暖切替�
（switch）�

バルブ開度�
（lev_percent）�

nciDataSVMaxTm nvoDataSvOut

nvoHVACTemp

nviDataSvIn

TE

CH/C.DataSave

nviDO nvoDI［0］�
nvoDI［1］�
nvoOVR

nviOVR

DIO

nciPIMaxSdTm nvoPIPos
nviPIAct
nviPIPV
nviPISP
nviPISW
nciPIIntrLK
nciPIPb
nciPIPo
nciPITi

CH/C.PI

nviAnaSIn1 nvoAnaSOut1
nviAnaSX1［0］�
nviAnaSX1［1］�
nviAnaSY1［0］�
nviAnaSY1［1］�

CH/C.AnaSch1

nviOpSel1InA1 nvoOpSel1Out
nviOpSel1InA2
nviOpSel1InD

CH/C.OptSel1

nviOpSel1InA1 nvoOpSel1Out
nviOpSel1InA2
nviOpSel1InD

CH/C.OptSel2

nviActValveIn

CH/C.ValveAct

nciValveFbDlt nvoValveFbOut
nciValveFbMaxTm
nciValveFbMinTm

CH/C.ValveFb

nvoFixed1OutnciFixed1MaxTm
nviFixed1Out

CH/C.FixedOut

nviAnaSIn1 nvoAnaSOut1
nviAnaSX1［0］�
nviAnaSX1［1］�
nviAnaSY1［0］�
nviAnaSY1［1］�

CH/C.AnaSch2

図４　ファンクショナルブロックの適用例

Fig. 4 Functional Blocks applied to Fig.３

図５　FCUコントローラ本体と設定器

Fig. 5 FCU controller and setting device
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図６　FCUコントローラと他機器との接続

Fig.6 Wiring between FCU controller and FCU
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設備費の削減，省スペース化の要望は近年ますます強
くなってきており，LONWORKS対応電動バルブはこれ
に対応すべく，次の掲げるコンセプトで開発したコント
ロール弁である。
（１） 電動弁の周辺で使用される機器の機能を取り込
むこと。
（２） 取り込んだ機能は，極力ソフトウェアで実現し，
ハードウェアによらないこと。
（３） LONWORKS対応機器としての基本機能は継承す
ること。
３.２　ハードウェア構成

製品内部の外観を図２に示す。全体はロータリ型のコ
ントロール弁本体とアクチュエータにより構成されてい
る。アクチュエータ内の制御基板は呼び100Aクラス対
応のアクチュエータまで共通に使用できるものである。
また，制御回路以外は従来の実績ある製品を踏襲してい
る。

ハードウェアはニューロンチップを中心に構成されて
おり，通信用トランシーバ，バルブを駆動するためのモ
ータ駆動回路，ポテンショメータによりバルブ開度を検
出する回路，瞬停や停電時の不測事態に重要な設定値が
消失しないようにメモリバックアップ用の不揮発性メモ
リ，機能の拡張性のための白金測温体のアナログ入力回
路などにより成っている。
３.３　ソフトウェア構成

今回，開発したコントロール弁用アクチュエータには，
アクチュエータ内のニューロンチップに，通常は電動バ
ルブ周辺に設けられていた周辺機器の機能やDDCなど
にユーザーサイドでプログラムとして組み込まれた機能
を取り込んだことが，大きな特長となっている。具体的
には，ニューロンチップに独立した機能を持つファンク
ショナルブロック群に，これらの機能を組み込んだ。組
み込んだ主なファンクショナルブロックを表１に示す。
なお，LONMARK協会のガイドライン（Application
Layer Interoperability Guidelines）の要求するネットワ
ーク変数を具備している。表１に示す ※印は，
LONMARK協会のガイドラインに準拠したものである。

各機能をファンクショナルブロックとして組み込むこと
で，ユーザーは適用するシステムに応じ，必要なファン
クショナルブロックを接続することで容易にシステムの
要求仕様に対応できることになる。
本ファンクショナルブロックは同じネットワークに接

続されているデバイスへの適用が可能であり，ほかのデ
バイスの機能を補うことができる。
３.４　ソフトウェア構成

各ファンクショナルブロックにおける細部の詳細設定
はコンフィグレーションプロパティ（Config.）で設定
ができる。開発したファンクショナルブロックはさまざ
まな空調制御システムで使用でき，設備費用の削減と制
御盤が占めていたスペースの削減も可能である。

３.５　LONWORKS対応電動バルブの適用例

図３にAHU（Air Handling Unit）２管式制御での適用
例で，ファンクショナルブロックの有用性をみていく。

この例においては，温水バルブ（CH/C VALVE）は要
求される温度制御を温度コントローラなしで，上位から
の冷暖切替指令だけで自発的に制御する必要がある。こ
れは搭載したファンクショナルブロックを組み合わせる
ことにより実現することになる。図４にファンクショナ
ルブロックを論理的に接続した結果を示す。簡単な２管
式のAHUの制御例で，冷温水バルブ（CHU），温度セン
サ（TE），I/Oユニット（DIO）によって構成されており，
使用機器は最小限の構成となっている。

図２　LONWORKS対応電動バルブの外観

Fig. 2 Motor Valve applied LONWORKS technology
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図３　AHUへの適用例

Fig. 3 Example applied to AHU

表１　搭載した主なファンクショナルブロック

Table 1 Installed Main Functional Blocks

名　称

論理演算

レシオバイアス演算

アナログスケジュール

任意セレクト

Hi･Lowセレクト

アナログ比較演算

ディレータイマ

データ保存

ＰＩ演算

バルブ出力※

開度情報出力※

Ｐｔ100Ω温度変換

定数出力

アラーム出力

機　　　能

論理和，積，比較などの論理演算

入力値を1次式で補正する

折れ線による補正演算

2入力を条件により１入力を選択

2入力に対し，高い（または低い）値を選択

アナログデータの比較演算

入力を一定時間遅らせて出力

入力データを保存する

設定値とプロセス値でＰＩ演算する

バルブを要求開度まで駆動する

バルブ開度を出力する

Ｐｔ100Ω測温体の抵抗値を温度データに変換

入力値を送信間隔で出力する

バルブが故障したときに出力する
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冷温水バルブは，前述のファンクショナルブロック上
位からの温度設定値はDataSaveで保持されるとともに，
PIに入力される。一方，プロセス値は温度センサで計測
され，PIに入力される。PIで演算された出力値は，
AnaSch1，2に入力される。AnaSch1，2はConfig.で冷暖
に応じた設定をしておく。OptSel1では冷暖切り替えの
情報からAnaSch1またはAnaSch2からの出力結果が選択
され，さらにOptSel2ではDIOからの制御発停信号によ
りOptSel1からの信号またはFixedOutから‘0’出力が選
択される。ここで制御発停信号信号がONの場合，制御
状態となり，OFFの場合，バルブ駆動用のファンクショ
ナルブロックValveActに開度‘0’の信号が入力される。
従来の計装で制御しようとした場合，温度コントローラ，
レシオバイアス，セレクタなどの機器を用いる必要があ
ったが，本製品を使用することで，これら機器を使用す
る必要がないため，比較的複雑な計装でも，組み上げる
ことができる。
またPt100Ω測温体を電動バルブに接続することで，

センサノードがあたかもネットワーク上に接続されたよ
うになり，高価なLONWORKS対応の温度センサは不要
となる。

4 LONWORKS対応FCUコントローラ

４.１　概　要

FCUコントローラは，空調制御で広く採用されている
FCU方式での制御に対応すべく開発したもので，図５に
示すようにコントローラ本体と設定するための設定器で
構成されている。
本体はニューロンチップを搭載しており，

LONWORKSネットワークに接続することができるため，
LONWORKS対応機器として使用することができる。
図６にFCUコントローラとほかの機器との接続を示す。
設定器と本体間はRS485（通信プロトコル）で通信する
仕様となっている。本体には冷温水を制御するための電
動バルブとFCU内の送風用ファンが接続されており，こ
れら機器を制御することで室内の温度をコントロールす
る。一方，室内設定器は室内の壁面に設置され，室内の
温度設定，制御モードの切り替え，送風の強弱の切り替

えができるとともに室内温度の検出をするものである。

４.２　本体のソフトウェア仕様

LONWORKS対応のFCUコントローラの基本仕様は
LONMARK協会のファンクショナルプロファイル３）で詳
細まで決められており，拡販のためにはこれに準拠する
ことが重要である。当社は製品の差別化として使い勝手
を考慮し，更なる機能を付加した。
本製品のオブジェクトを図７に示す。付与した機能は
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図４　ファンクショナルブロックの適用例

Fig. 4 Functional Blocks applied to Fig.３

図５　FCUコントローラ本体と設定器

Fig. 5 FCU controller and setting device
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図６　FCUコントローラと他機器との接続

Fig.6 Wiring between FCU controller and FCU
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設備費の削減，省スペース化の要望は近年ますます強
くなってきており，LONWORKS対応電動バルブはこれ
に対応すべく，次の掲げるコンセプトで開発したコント
ロール弁である。
（１） 電動弁の周辺で使用される機器の機能を取り込
むこと。
（２） 取り込んだ機能は，極力ソフトウェアで実現し，
ハードウェアによらないこと。
（３） LONWORKS対応機器としての基本機能は継承す
ること。
３.２　ハードウェア構成

製品内部の外観を図２に示す。全体はロータリ型のコ
ントロール弁本体とアクチュエータにより構成されてい
る。アクチュエータ内の制御基板は呼び100Aクラス対
応のアクチュエータまで共通に使用できるものである。
また，制御回路以外は従来の実績ある製品を踏襲してい
る。

ハードウェアはニューロンチップを中心に構成されて
おり，通信用トランシーバ，バルブを駆動するためのモ
ータ駆動回路，ポテンショメータによりバルブ開度を検
出する回路，瞬停や停電時の不測事態に重要な設定値が
消失しないようにメモリバックアップ用の不揮発性メモ
リ，機能の拡張性のための白金測温体のアナログ入力回
路などにより成っている。
３.３　ソフトウェア構成

今回，開発したコントロール弁用アクチュエータには，
アクチュエータ内のニューロンチップに，通常は電動バ
ルブ周辺に設けられていた周辺機器の機能やDDCなど
にユーザーサイドでプログラムとして組み込まれた機能
を取り込んだことが，大きな特長となっている。具体的
には，ニューロンチップに独立した機能を持つファンク
ショナルブロック群に，これらの機能を組み込んだ。組
み込んだ主なファンクショナルブロックを表１に示す。
なお，LONMARK協会のガイドライン（Application
Layer Interoperability Guidelines）の要求するネットワ
ーク変数を具備している。表１に示す ※印は，
LONMARK協会のガイドラインに準拠したものである。

各機能をファンクショナルブロックとして組み込むこと
で，ユーザーは適用するシステムに応じ，必要なファン
クショナルブロックを接続することで容易にシステムの
要求仕様に対応できることになる。
本ファンクショナルブロックは同じネットワークに接

続されているデバイスへの適用が可能であり，ほかのデ
バイスの機能を補うことができる。
３.４　ソフトウェア構成

各ファンクショナルブロックにおける細部の詳細設定
はコンフィグレーションプロパティ（Config.）で設定
ができる。開発したファンクショナルブロックはさまざ
まな空調制御システムで使用でき，設備費用の削減と制
御盤が占めていたスペースの削減も可能である。

３.５　LONWORKS対応電動バルブの適用例

図３にAHU（Air Handling Unit）２管式制御での適用
例で，ファンクショナルブロックの有用性をみていく。

この例においては，温水バルブ（CH/C VALVE）は要
求される温度制御を温度コントローラなしで，上位から
の冷暖切替指令だけで自発的に制御する必要がある。こ
れは搭載したファンクショナルブロックを組み合わせる
ことにより実現することになる。図４にファンクショナ
ルブロックを論理的に接続した結果を示す。簡単な２管
式のAHUの制御例で，冷温水バルブ（CHU），温度セン
サ（TE），I/Oユニット（DIO）によって構成されており，
使用機器は最小限の構成となっている。

図２　LONWORKS対応電動バルブの外観

Fig. 2 Motor Valve applied LONWORKS technology
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図３　AHUへの適用例

Fig. 3 Example applied to AHU

表１　搭載した主なファンクショナルブロック

Table 1 Installed Main Functional Blocks

名　称

論理演算

レシオバイアス演算

アナログスケジュール

任意セレクト

Hi･Lowセレクト

アナログ比較演算

ディレータイマ

データ保存

ＰＩ演算

バルブ出力※

開度情報出力※

Ｐｔ100Ω温度変換

定数出力

アラーム出力

機　　　能

論理和，積，比較などの論理演算

入力値を1次式で補正する

折れ線による補正演算

2入力を条件により１入力を選択

2入力に対し，高い（または低い）値を選択

アナログデータの比較演算

入力を一定時間遅らせて出力

入力データを保存する

設定値とプロセス値でＰＩ演算する

バルブを要求開度まで駆動する

バルブ開度を出力する

Ｐｔ100Ω測温体の抵抗値を温度データに変換

入力値を送信間隔で出力する

バルブが故障したときに出力する
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次のとおりである。
①　１コイルで冷温水兼用の場合，温度センサで冷水か
温水かの判断をする機能。

②　熱量管理のため，FCUに通水した時間を積算する機
能。

③　設定器へ外気温度を表示する機能。
④　設定器の操作をロックする機能。
⑤　複数台のFCUを制御できるよう出力段の大容量化。

４.３　設定器

FCUコントローラはLONWORKSネットワークに接続
せずにスタンドアローンで使用するケースもあり，こう
した使い方ができるように，設定器の基本設計を行った。
４.３.１　設定仕様

設定器はネットワークを介することなく，操作スイッ
チで簡単にコントローラ本体の設定を行うことができ
る。また複数の本体に同じ設定をする場合，最初に設定
した設定器を別の本体に接続することで設定値を本体に
ロードできるようにした。これは立ち上げ時の工数低減
になる。
４.３.２　マンマシーンインターフェース

表示は大画面で操作スイッチを大型にすることで，優

れた操作性を実現している。また操作スイッチと表示が
連動するため操作内容がオペレータに容易に理解でき
る。さらにLCD表示器は摂氏表示や外気温度表示などが
できるため，パネルと表示ソフトの変更だけでさまざま
な要求にこたえられるようにした。
４.３.３　メンテナンス性

本体との通信状態の不良など異常が発生した場合，エ
ラー表示する機能を持たせた。LONWORKSネットワー
クに接続されて使用している場合は上位から異常監視が
できるが，スタンドアローンで使用している場合，この
機能によりいち早く異常が確認できる。
４.３.４　拡張性

本体との間はRS485で通信しているが，設定器自体を
LONWORKSネットワークに接続し，汎用の設定器とし
て使用する場合がある。これに対応するため，設定器に
もニューロンチップを搭載できるように設計した。

5 結　　言

LONWORKSに適用した電動バルブとFCUコントロー
ラを製品化した。電動バルブに搭載したソフトウェアは，
種々の機能を持つファンクショナルブロック群で構成し
ている。これらのファンクショナルブロックをユーザー
が自由にバインド（論理的結合）することができ，さま
ざまなシステムに対応することができる。したがって，
本製品はLONWORKSの特長である分散制御やシステム
変更の容易性とともに，周辺機器の削減による設備費用
やスペースの低減が可能である。またFCUコントローラ
の基本仕様はLONMARK協会のファンクショナルプロフ
ァイルに準拠したものであるが，LONWORKSネットワ
ークのほか，従来の計装にも適用できる仕様とし，使い
勝手のよい製品となった。
現在，電動バルブは大型物件に採用され，本製品の特

長を生かしたシステムを構築していただいている。今後
さらに市場要望を付与しつつ，両製品ともブラシュアッ
プしていく所存である。
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図７　FCUコントローラのオブジェクト

Fig.7 Object of FCU controller
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マイクロディスクフィルターの
合流式下水道への適用 大川雄介＊

Yusuke Ohkawa

永井睦郎＊
Yoshiro Nagai

Using the Microdisc Filter with
a Combined Sewer System

マイクロディスクフィルターは円盤上のセグメントにフィルターエレメン
トを取り付け，流入水中に含まれる浮遊物質を低水頭で効率よく分離する自
然流下式のろ過装置である。本装置を下水二次処理水の再利用，また合流式
下水道の簡易処理水，ポンプ場放流水の汚濁負荷低減に適用を検討した結果，
国の指針や他の手法を上回る改善効果が得られ，本装置が水の再利用や公共
水域の水質保全に寄与することが確認された。

q 緒　　言

下水道は，雨水と汚水を別々の管渠（きょ）で排除す
る分流式と雨水と汚水を同一の管渠で排除する合流式と
に分けられる。
図１に示すように，合流式下水道では，雨天時に雨水

吐き室やポンプ場から遮集雨水量を上回った下水が未処
理のままポンプ場放流水として公共水域に排出される。
また，処理場へ遮集された下水も水処理能力を超過した
場合は簡易処理水として公共水域に排出される。この排
出は，放流先の水質保全面や衛生面の水環境を悪化させ
るため，大きな問題となっている。
また，処理場から放流される二次処理水も，季節や天

候などの影響により水環境を悪化させることがあり，親
水や修景用水など水資源の有効利用の動きが高まる中，
さらに安定した水質が求められつつある１）。

w マイクロディスクフィルターの原理と特長

２.１　マイクロディスクフィルターの構造

図２にマイクロディスクフィルターの構造を示す。
本ろ過装置はセンタードラム、フィルターエレメント，
ディスク，セグメントから構成される。マイクロディス
クフィルターは円盤状のセグメントに取り付けた微細目
のフィルターエレメントにより構成されており，浮遊物
質（一般にSSと呼ぶ）を低水頭で効率よく分離する自
然流下式のろ過装置である。この微細目のフィルターを
利用したろ過装置（マイクロディスクフィルター）をポ
ンプ場放流水，簡易処理水および二次処理水に適用した
場合の処理性能の評価実験を実施し，改善効果が得られ
たので報告する。

２.２　ろ過洗浄部の構成

図３にマイクロディスクフィルターのろ過方法を示
す。流入水はセンタードラムとディスクの間に設けられ
た開口から，自然流下で各ディスクのセグメント内に流

Micro-disc filter is a low- head gravity filtration system, consisting of filter
elements with segments on disc. Our experiments showed that using this filter
with a combined sewer system reduces the overall pollution load and enables
secondary effluent to be recycled. The resulting reduction was superior even to
an indicator of a country and other methods. Since we don’t know what your
estimates were, we cannot judge the degree of reduction. Using the Microdisc
filter contributes to water recyclinge and improved water quality.
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図１　合流式下水道の流れ

Fig. 1 Flow of Combined sewer system

図２　マイクロディスクフィルターの構造

Fig. 2 Structure of micro-disc filter
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